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感染症発生動向調査とは

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）
に基づく施策として位置づけられる調査

目的：感染症の発生情報の正確な把握と分析

国民や医療機関への迅速な提供・公開

→ 感染症に対する有効かつ的確な予防・診断・治療に係る対策を図り、

多様な感染症の発生及びまん延を防止すること



感染症発生動向調査の対象疾患

類型 感染症名 特徴
（強制）

入院
就業
制限

届出 届出期限

1類
エボラ出血熱
ペストなど

感染力、重篤性などの観点
から危険性が極めて高い感
染症

〇 〇

診断した
すべての
医師

診断後
直ちに

2類
結核
鳥インフルエンザ
など

感染力、重篤性などの観点
から危険性が高い感染症

〇 〇

3類
腸管出血性大腸菌
感染症など

特定の職業への就業により
集団発生を起こしうる感染
症

× 〇

4類
日本脳炎
SFTS

など

動物、飲食物などのものを
介して感染し、健康に影響
を与える恐れのある感染症

× ×

5類

全
数

麻疹、梅毒など 国が発生動向調査を行い、
その結果に基づき必要な情
報を国民や医療関係者に提
供・公開していくことに
よって発生・拡大を防止す
べき感染症

× ×
診断後
7日以内

定
点

インフルエンザ、
感染性胃腸炎
COVID-19 など

× ×
指定届出
機関の管
理者

週/月に
1回

最寄りの保健所長を経由して都道府県知事へ



患者情報

感染症法に基づき、診断した医師（定点把握疾患については指定届出機関の管理者）から
保健所へ届出のあった感染症に関する情報について、オンラインシステムにより、都道府
県を通じて、厚生労働省に報告される。

厚生労働省HPより引用

地方感染症情報センター



病原体情報

感染症法においては、患者情報と整合性の保たれた病原体の検査情報の収集についても、
積極的疫学調査として、国及び地方公共団体が実施している。

厚生労働省HPより引用

地方感染症情報センター



２ 地方感染症情報センター及び基幹地方感染症情報センター

地方感染症情報センターは各都道府県等域における患者情報、疑似症情報及
び病原体情報を収集・分析し、都道府県等の本庁に報告するとともに、全国
情報と併せて、これらを速やかに医師会等の関係機関に提供・公開すること
として、各都道府県等域内に１カ所、原則として地方衛生研究所の中に設置
する。また、都道府県、保健所を設置する市、特別区間等の協議の上、当該
都道府県内の地方感染症情報センターの中で１カ所を基幹地方感染症情報セ
ンターとして、都道府県全域の患者情報、疑似症情報及び病原体情報を収集、
分析し、その結果を各地方感染症情報センターに送付するものとする。
なお、都道府県等の本庁が地方感染症情報センターの役割を代替することが
できるものとする。

第４ 実施体制の整備

地方感染症情報センターとは

感染症発生動向調査事業実施要綱



地方感染症情報センターとは

地方感染症情報センター及び基幹地方感染症情報センター

① 当該都道府県等域内の患者情報について、保健所等から情報の入力があり
次第、登録情報の確認を行う。

② 当該都道府県等域内の全ての患者情報及び病原体情報を収集、分析すると
ともに、その結果を週報（月単位の場合は月報）等として公表される都道府県
情報、全国情報と併せて、保健所等の関係機関に提供・公開する。

第５ 事業の実施

感染症発生動向調査事業実施要綱



長崎県感染症情報センターの業務
保健所が入力した「全数届出感染症」登録内容の確認、報告

感染症発生動向調査事業における届出
の質向上のためのガイドラインより

・入力は正確か

・不足がないか

・届出基準を満たしているか

・公衆衛生学上の知見と矛盾しないか

国への報告

保健所の対応
2022年 全数届出 454件中
保健所の対応を要したもの
157件（約35％）



長崎県感染症情報センターの業務
保健所が入力した「定点把握感染症」登録内容の確認、報告

報告年 報告週 都道府県コード都道府県名保健所名 疾病名 性別コード性別 ～5ヶ月 ～11ヶ月 １歳 ２歳 ３歳
2023 24 42 長崎県 佐世保市 インフルエンザ 1 男 0 0 0 0 0
2023 24 42 長崎県 佐世保市 COVID-19 2 女 1 0 0 0 0
2023 24 42 長崎県 佐世保市 ＲＳウイルス感染症 1 男 0 0 3 1 0
2023 24 42 長崎県 佐世保市 咽頭結膜熱 1 男 0 0 0 1 0
2023 24 42 長崎県 佐世保市 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎1 男 0 0 0 0 0
2023 24 42 長崎県 佐世保市 感染性胃腸炎 1 男 0 0 1 1 1
2023 24 42 長崎県 佐世保市 手足口病 1 男 0 0 0 0 1
2023 24 42 長崎県 佐世保市 突発性発しん 1 男 0 0 1 0 0
2023 24 42 長崎県 佐世保市 ヘルパンギーナ 2 女 0 0 0 2 1
2023 24 42 長崎県 佐世保市 流行性耳下腺炎 1 男 0 0 0 0 0
2023 24 42 長崎県 長崎市 インフルエンザ 1 男 0 0 0 0 0
2023 24 42 長崎県 長崎市 COVID-19 2 女 0 0 0 0 0
2023 24 42 長崎県 長崎市 ＲＳウイルス感染症 1 男 4 0 1 0 0

・届出基準を満たしているか

・公衆衛生学上の知見と矛盾しないか

・直近の推移の状況の確認 国への報告
週報：水曜AM
月報：翌月10日頃

保健所の対応



長崎県感染症情報センターの業務
感染症情報の提供・公開

 週報：毎週木曜日

 月報：月1回（国の集計後）

 年報：年1回、9月頃

定期的な情報提供



長崎県感染症情報センターの業務
感染症情報の提供・公開

 トピックス

 Twitter

随時行っている情報提供



長崎県感染症情報センターの業務
COVID-19関連

 HER-SYS入力内容の確認
2020年1月～2022年8月

 HER-SYSのデータの集計、週報の発行
2021年第31週～2023年第18週

 週報に基づくトピックスの発信

 新型コロナウイルス感染症の
発生状況（5類定点移行～）



長崎県感染症情報センターの業務 2023年度～

病原体情報の発信
病原体サーベイランス実施要領に基づき、結果をホームページに掲載

３－１．エンテロウイルス遺伝子検出数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2 14 4 20

3 3

1 2 4 7

1 1

2 1 3

2 5 5 12

5 24 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46

　※CV：コクサッキーウイルス、HRV：ヒトライノウイルス

7

検出ウイルス※
検出割合

(%)

CVB５

HRV

CVA4 7

2

CVA2

CVA10

検出せず

43

15

26



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －累積報告数－

過去最多の報告数を更新中



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －保健所別－

長崎市、佐世保市、県央の報告数が多い



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －保健所別 人口10万人あたり－

2023年

2023年は
・佐世保市が多い
・離島からの報告はない



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －年代別－

20代が約半数

10代～40代で
9割を占める



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －2023年保健所別・年代別－

N= 62

N= 36

N= 26

N= 11

N= 7

N= 4

N= 27

N= 16

N= 11

N= 20

N= 12

N= 8

性別・年代に応じた注意喚起が必要？



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －病型別－

・症状ありが多い
・無症状病原体保有者の探知が必要 → パートナーの受診勧奨

無料相談・検査



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －推定感染経路－



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －推定感染地域－

男性：県内、県外も
女性：多くが県内



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －診断した医療機関－

※グラフ上の医療機関の分類
・総合：入院病床を有し、複数の診療科のある医療機関
・皮膚科/泌尿器科/皮膚科＆泌尿器科/婦人科：各診療科を標榜する医療機関
・その他：上記以外の医療機関

症状に応じて、皮膚科/泌尿器科/婦人科で診断されている



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況 －まとめ－

・2018年以降、患者数が増加している

・20代の患者が多く報告されている

・「症状あり」で診断される例が多い

・患者は症状に応じて、皮膚科・泌尿器科・婦人科の医院を受診している

・若年層への注意喚起、予防啓発

・無症状病原体保有者の探知＝無料相談・検査

・医療機関への情報提供・注意喚起

感染経路の聞き取りやパートナーへの受診勧奨

情報センターが作成した資料をご活用ください



長崎県感染症情報センターの取り組み事例

梅毒の流行状況発信

 2022年 6月 報告数の急増

 2022年10月 報告数が過去最多に

 2022年11月 県立保健所あて情報提供

 2023年 3月 県立保健所あて情報提供

 2023年 3月 長崎市、佐世保市保健所へ情報提供

→感染症対策室よりプレスリリース

佐世保市の対策



まとめ

感染症情報センターの役割：
平時及び緊急時の発生動向を把握、分析、情報発信を
迅速かつ的確に実施すること

●平時：全数、定点報告感染症の確認・集計・発信

●緊急時：COVID-19流行期の対応
梅毒の患者急増

今後は・・・

平常時から関係機関と連携し、情報収集・発信を実施する

情報利用者のニーズに応じた発信内容、方法を検討し、情報発信を強化
していく

当センターの資料をご活用ください
必要なデータ・資料があればご相談ください


